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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

　

　つるおかエール奨学金返済支援事業は、本市出身者等
が奨学金を利用して進学し、卒業後に市内に居住・就業
した場合に、その返済を支援する事業です。
　本年度に事業を開始し、学生89人、社会人３人を助
成候補者に認定しました。助成候補者が、市内に居住・
就業し３年継続してから、支援金の支給が始まります。
　市では、継続的・安定的な事業の運営のため、市民や
企業の皆さんから応援いただきながら、地元に回帰した
若者を支援していきたいと考えています。
　事業に賛同し、寄附等の応援をしていただける方を募
集していますので、ぜひご検討ください。

地元回帰・就職した若者を支援！

つるおかエール奨学金返済支援事業への応援をお願いします
■問本所政策企画課☎35‐1184

市内に本社がある企業 … 一般寄附
市外に本社がある企業 … 企業版ふるさと納税

市民・市外在住の方等

企　　　　　　　　業

市民、返礼品不要の方 … 一般寄附
返礼品を希望の方（市外在住者のみ） … ふるさと納税

詳細は市HPをご覧ください ▼

「鶴岡市育英奨学基金」貸付事業の終了について

今後は、若者の地元回帰・定着を促進するため「つるおかエール奨学金返済支援事業」を推進します

　就学を支援する「鶴岡市育英奨学基金」の貸付事
業については、近年利用者が減少傾向にあることか
ら終了することにしました（現在、貸付中の方々へ
の貸与は継続します）。

　なお、市の貸付事業は終了しますが、「日本学生
支援機構」では同様の条件で貸付事業を行っていま
す。詳しくは同機構HPをご確認ください。
■問管理課（櫛引庁舎）☎57‐4861

つるおかエール奨学金返済支援事業を通じた若者応援のイメージ

奨学金返済支援基金

地元産業の
担い手確保

好循環
の創出

地元回帰・
就職した若者

企　業 市民・市外在住の方等

支援金支給

一般寄附
企業版ふるさと納税

鶴岡市負担分

産業活性化

一般寄附
ふるさと納税

（24）

　

12
月
10
日
、
大
宝
館
の
前
で
の
撮
影
に
臨

ん
だ
。
鶴
岡
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
を
宣
伝
す

る
た
め
で
あ
る
。
山
形
県
の
日
本
海
側
に
位

置
す
る
本
市
は
、
出
羽
三
山
、
サ
ム
ラ
イ
ゆ

か
り
の
シ
ル
ク
、
北
前
船
の
３
つ
の
日
本
遺

産
が
あ
る
城
下
町
。
だ
だ
ち
ゃ
豆
、
メ
ロ
ン
、

庄
内
米
、
日
本
酒
な
ど
食
文
化
が
豊
か
で
日

本
初
の
ユ
ネ
ス
コ
食
文
化
創
造
都
市
に
認
定

さ
れ
て
い
る
（
な
お
、
昨
年
11
月
に
発
酵
文

化
で
知
ら
れ
る
大
分
県
臼
杵
市
が
国
内
2
か

所
目
と
し
て
認
定
さ
れ
て
い
る
）。
年
末
年

始
の
贈
り
物
に
、
毎
日
お
い
し
い
、
こ
こ
で

暮
ら
し
た
い
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
未
来
都
市
鶴
岡
市

の
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品
を
お
薦
め
し
た

の
で
あ
っ
た
。

　

本
市
へ
の
ふ
る
さ
と
納
税
額
は
昨
年
度
初

め
て
10
億
円
を
突
破
し
た（
10
億
７
、０
０
０

万
円
）。
今
年
度
は
15
億
円
を
目
標
に
掲
げ

て
活
動
を
強
化
し
て
い
る
。
12
月
は
例
年
全

体
の
3
割
の
納
税
が
あ
る
い
わ
ゆ
る
書
き
入

れ
時
。
情
報
発
信
の
強
化
に
本
所
総
務
課
の

職
員
と
と
も
に
取
り
組
ん
だ
。
大
宝
館
の
あ

る
鶴
岡
公
園
ま
で
徒
歩
で
移
動
す
る
と
、
そ

こ
で
カ
メ
ラ
を
回
し
て
い
た
の
は
昨
年
度
ま

で
内
閣
府
の
政
府
広
報
室
に
2
年
間
出
向
し

て
い
た
職
員
。
政
府
広
報
室
に
は
、
民
間
企

業
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
多
く
の
出
向
者
が

在
籍
し
て
お
り
、
そ
こ
で
政
府
広
報
の
テ
レ

ビ
番
組
の
制
作
に
携
わ
る
な
ど
多
く
の
経
験

を
積
ん
で
市
役
所
に
帰
っ
て
来
て
く
れ
た
。

　

鶴
岡
市
で
は
職
員
の
人
材
育
成
の
観
点
か

ら
、
中
央
省
庁
や
県
、
姉
妹
都
市
な
ど
と
の （47）
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市
政

公
立
保
育
園　

保
育
士
・
看
護
師

等
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
募
集

■
募
集
職
種　

①
保
育
士　

②
看
護
師　

③
保
育
補
助

（
無
資
格
可
）　

④
調
理
員

（
無
資
格
可
）　

⑤
用
務
員　

■
募
集
人
数　

各
若
干
名　

■申
申
込
書
兼
経
歴
書
（
本

所
子
育
て
推
進
課
窓
口
で

交
付
。
市
HP
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
と
資
格
証
の

写
し
（
有
資
格
の
場
合
）

を
お
持
ち
の
上
、
同
課
☎
35
‐
１
２
９
１
へ

健
康
・
福
祉
・
医
療

民
生
委
員
・
児
童
委
員
委
嘱

の
お
知
ら
せ

　

困
り
ご
と
な
ど
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

次
の
方
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

▽
第
10
民
生
区
（
栄
地
区
）
…
藤
野
淳
（
主

任
児
童
委
員
）

■問
本
所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２

集
団
健
診
の
最
終
日
程

■日
１
月
27
日
○木
、
２
月
１
日
○火
・
14
日
○月
・

15
日
○火
・
18
日
○金
午
後
１
時
～
２
時　

■場
総

合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）　

■対

今
年
度
、
市
が
実
施
す
る
集
団
健
診
を
受
け

て
い
な
い
方　

■内
特
定
健
診
、
大
腸
が
ん
検

診
、
呼
吸
器
検
診
（
肺
が
ん
・
結
核
）　

■問

健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま

た
は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活

保
護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制

度
あ
り
（
要
事
前
申
請
）

「
は
た
ち
の
献
血
」キ
ャ
ン
ペ
ー
ン�

あ
な
た
の
今
日
が
、だ
れ
か
の
明
日
に
。ハ
タ
チ
の
献
血

　

病
気
や
け
が
の
治
療
・

手
術
な
ど
医
療
の
現
場
で

は
毎
日
の
よ
う
に
輸
血
用

血
液
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

尊
い
命
を
救
う
輸
血
用
血

液
は
人
工
的
に
作
る
こ
と

が
で
き
ず
、
長
期
保
存
も

　
　

　12月28日に、児童手当（中学生以下が対象）の
受給者、高校生等を養育し所得要件を満たす方（市
で口座番号を確認できた方）に、子供１人当たり
10万円を給付しました。これはクーポン分を含め
た一括給付となります。
　給付対象者（主たる生計維持者）や口座番号を特
定できなかった家庭には、申請書を送付しましたの
で１月31日○月まで申請してください。
■給付対象者
　�18歳以下の子供を養育している方（所得要件あり）
※詳しくは市HPをご覧ください。

18歳以下の子供を養育している方が対象です

子育て世帯への臨時特別給付金
■申本所子ども・生活支援給付金等対策室☎25‐2111内線332

■募集職種・受験資格
▷【ＵＩＪターン枠】土木（社会人経験者）
　次の全てに該当する方
　①昭和57年４月２日以降に生まれた
　②�技術士、技術士補または１級土木施工管理技士
の資格を有している

　③�山形県外の民間企業の社員または公務員として
設計業務、施工管理等の経験が３年以上ある

　④�令和４年１月５日現在、山形県外に在住してい
る

　⑤採用後、鶴岡市内に定住する意向がある
■試験日時・会場
▷１次試験
　�１月14日○金～23日○日に全国の試験会場（テスト
センター）でオンライン受験
▷�２次試験
　�１次試験に合格した方を対象に、１月29日○土に
実施予定
■申込み
▷�試験案内は市HP「人事・職員採用」に掲載
▷�申込みは１月５日○水までに市HP「電子申請」か
らの手続きを原則とします。電子申請ができない
場合はご相談ください

令和４年４月１日採用予定

鶴岡市職員採用試験
■問本所職員課☎35‐1159

人
事
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
令

和
３
年
度
は
初
の
試
み
と
し
て
、
総
務
省
の

「
地
域
活
性
化
企
業
人
」
と
い
う
制
度
を
活

用
し
、
民
間
企
業
か
ら
３
人
の
派
遣
者
を
受

け
入
れ
て
い
る
。
国
の
特
別
交
付
税
に
よ
る

財
政
的
支
援
を
得
つ
つ
、企
業
の
専
門
知
識
・

ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
市
政
運
営
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
制
度
だ
。
Ａ
Ｎ
Ａ
総
研
、
野

村
総
研
か
ら
派
遣
さ
れ
た
職
員
に
、
ふ
る
さ

と
納
税
、
鼠
ヶ
関
へ
の
道
の
駅
整
備
、
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
の
３
分
野
へ
知
恵
を
貸
し
て

も
ら
っ
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
に
厚
生
労
働
省
、

農
林
水
産
省
か
ら
も
職
員
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
コ
ロ
ナ
で
停
止
し
て
い
る
が
自
治
体
国

際
化
協
会
の
パ
リ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
事
務

所
に
人
材
を
派
遣
し
て
い
た
こ
と
も
あ
る
。

　

全
国
的
に
感
染
者
が
減
少
す
る
中
、
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
緊
張
が
走
っ
た
年
末
。
12
月
12

日
、
友
好
都
市
盟
約
40
周
年
を
記
念
す
る
江

戸
川
・
鶴
岡
友
好
交
流
演
奏
会
が
、
江
戸
川

区
で
無
事
開
催
さ
れ
た
と
の
う
れ
し
い
知
ら

せ
が
届
い
た
。
新
年
は
、
3
回
目
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
進
め
つ
つ
、
社
会
経
済
活
動
が
本

格
的
に
回
復
す
る
年
と
な
る
こ
と
を
願
う
。

　

市
議
会
12
月
定
例
会
で
は
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
使
途
に
つ
い
て
、
若
者
・
子
育
て
世
代

の
応
援
、
負
担
軽
減
に
優
先
的
に
充
当
し
て

い
き
た
い
、
と
い
う
こ
と
を
申
し
上
げ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
か
に
し
て
伸
ば
す
か
、

総
務
課
で
は
全
庁
的
な
連
携
に
よ
る
商
品
造

成
、
情
報
発
信
に
知
恵
を
絞
り
、
汗
を
か
い

て
い
る
。

　

酒
井
家
庄
内
入
部
４
０
０
年
の
令
和
4
年
、

寅
（
と
ら
）
年
の
年
男
と
し
て
、
夢
を
描
き

も
っ
と
も
っ
と
汗
を
か
い
て
、
創
造
と
伝
統

の
街
の
基
礎
と
な
る
若
者
・
子
育
て
世
代
に

選
ば
れ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
行
き
た
い
。
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で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
安
定
的
に
血
液
を
届

け
る
た
め
に
多
く
の
方
か
ら
の
献
血
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
若
年
層
の
献
血
者
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
成
人
を
迎
え
る
皆
さ
ん

の
献
血
に
対
す
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

■問
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３

１　

■他
献
血
実
施
日
や
場
所
等
は
山
形
県
赤

十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
HP
及
び
本
紙
27
ペ
ー
ジ

子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
を�

積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う

　

が
ん
は
、
近
年
の

医
学
の
進
歩
に
よ
り
、

早
期
に
発
見
す
れ
ば

治
る
確
率
が
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
検
診

に
よ
り
、
症
状
が
出
な
い
初
期
の
う
ち
に
が

ん
を
発
見
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

■対
子
宮
が
ん
検
診
…
今
年
度
20
歳
以
上
に
な

る
女
性　

乳
が
ん
検
診
…
今
年
度
40
歳
以
上

の
偶
数
年
齢
に
な
る
女
性
（
人
間
ド
ッ
ク
等

で
市
が
実
施
す
る
検
診
を
受
け
た
方
、
受
け

る
予
定
の
方
を
除
く
）　

■持
受
診
券　

■申
健

康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
ま
た

は
各
地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
生
活
保

護
・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度

あ
り
（
要
事
前
申
請
）

ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
は
感
染
に
よ
る
肝
臓
の
病
気
で
す�

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

次
に
当
て
は
ま
る
方
や
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
に
は
、
検
査
を

民
福
祉
課
へ

税
・
年
金

固
定
資
産
税
に
関
す
る
申
告
は
お
早

目
に
（
申
告
は
１
月
４
日
○火
か
ら
）

▼
償
却
資
産
の
申
告　

■対
事
業
を
営
ん
で
い

る
個
人
や
法
人
で
、
１
月
１
日
現
在
償
却
資

産
を
所
有
す
る
方
（
申
告
書
送
付
済
み
。
ｅ

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
〈
地
方
税
電
子
申
告
シ
ス
テ
ム
〉

で
申
告
し
て
い
る
方
に
は
、
お
知
ら
せ
を
送

信
）　

■他
申
告
書
が
届
い
て
い
な
い
場
合
で

も
、
申
告
す
べ
き
資
産
を
所
有
し
て
い
る
方

は
申
告
が
必
要
。
市
HP

▼
土
地
・
家
屋
利
用
状
況
の
変
更
の
申
告

■対
令
和
３
年
中
に
、
▽
建
物
を
解
体
し
た
方　

▽
非
住
宅
用
地
（
更
地
を
含
む
）
の
宅
地
に

住
宅
を
建
築
し
た
方　

▽
前
年
ま
で
に
農
地

の
土
地
を
購
入
し
造
成
し
た
宅
地
に
住
宅
を

建
築
し
た
方　

▽
火
災
・
天
災
等
で
住
宅
が

滅
失
ま
た
は
損
壊
す
る
な
ど
や
む
を
得
な
い

事
情
で
そ
の
宅
地
を
住
宅
用
地
と
し
て
利
用

で
き
な
い
方　

▽
土
地
・
家
屋
の
用
途
を
変

更
し
た
方　

▼
転
作
等
に
よ
る
地
目
変
更
の
申
告　

■対
▽

果
樹
な
ど
の
永
年
性
作
物
に
転
換
し
た
田

▽
か
ん
が
い
、
た
ん
水
設
備
が
な
く
用
水
で

き
な
い
状
態
の
田

▼
認
定
長
期
優
良
住
宅
の
新
築
軽
減
措
置
の

申
告　

■対
令
和
３
年
中
に
新
築
し
た
認
定
長

期
優
良
住
宅　

▼
共
通　

■
申
告
期
限　

１
月
31
日
○月　

■場

・
■問
償
却
資
産
の
申
告
…
本
所
課
税
課
☎
35

受
け
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
▽
平
成
４

年
以
前
に
輸
血
を
受
け
た　

▽
大
き
な
手
術

を
受
け
た　

▽
フ
ィ
ブ
リ
ノ
ゲ
ン
製
剤
を
投

与
さ
れ
た　

▽
臓
器
移
植
を
受
け
た　

▽
ボ

デ
ィ
ピ
ア
ス
を
し
て
い
る　

▽
健
康
診
断
等

で
肝
機
能
の
異
常
を
指
摘
さ
れ
、
そ
の
後
精

密
検
査
を
受
け
て
い
な
い　

■日
２
月
3
日
○木
・
５
日
○土
・
７
日
○月
・
19
日

○土　

■場
荘
内
地
区
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

■対

本
市
に
住
民
登
録
が
あ
る
方
で
今
年
度
中
に

40
歳
に
な
る
方
、
ま
た
は
41
歳
以
上
で
検
査

を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方　

■内
血
液
検
査　

■費
３
０
０
円
（
40
歳
、
70
歳
以
上
の
方
は
無

料
）　

■申
１
月
14
日
○金
ま
で
健
康
課
（
に
こ
♥

ふ
る
）
☎
25
‐
２
７
３
１
へ　

■他
生
活
保
護

・
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
減
免
制
度
あ

り
（
要
事
前
申
請
）

後
期
高
齢
者
医
療
「
医
療
費

の
お
知
ら
せ
」
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
11
月
か
ら
令
和
３
年
10
月
ま
で

診
療
分
の
「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
が
山
形

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
か
ら
１
月
下

旬
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
の
際
、
こ
の
通
知
に
掲
載
さ
れ

て
い
な
い
診
療
分
や
令
和
３
年
11
月
・
12
月

受
診
分
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
等
か
ら
の

領
収
書
に
基
づ
き
作
成
し
た
「
医
療
費
控
除

の
明
細
書
」
の
添
付
が
必
要
で
す
。
確
定
申

告
等
に
つ
い
て
は
鶴
岡
税
務
署
ま
た
は
本
所

課
税
課
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
☎
０

２
３
７
‐
84
‐
７
１
０
０
、
本
所
国
保
年
金

課
☎
35
‐
１
２
９
２
ま
た
は
各
地
域
庁
舎
市

‐
１
１
７
８　

そ
の
他
の
申
告
…
同
課
☎
35

‐
１
１
７
９

市
税
等
の
滞
納
処
分
と
し
て
差
し
押
さ
え
た�

動
産
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

■
公
売
方
法　

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ

ン
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
競
り
売
り　

■

参
加
申
込
み　

1
月
13
日
○木
午
後
１
時
～
２

月
１
日
○火
午
後
11
時　

■
公
売
日
時　

２
月

７
日
○月
午
後
１
時
～
９
日
○水
午
後
11
時　

■問

本
所
納
税
課
☎
35
‐
１
１
８
２　

■他
滞
納
税

が
納
め
ら
れ
た
場
合
に
、
中
止
に
な
る
動
産

あ
り
。
市
HP

給
与
支
払
報
告
書
は
１
月
31
日
○月
ま
で
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
令
和
３
年
中
支
払
分
）

　

支
払
金
額
の
多
少
に
か
か
わ
ら
ず
、
令
和

３
年
中
に
給
与
を
支
払
っ
た
方
は
、
給
与
支

払
報
告
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
６
３

令
和
４
年
度
の
市
・
県
民
税

申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す

■日
１
月
下
旬　

■対
年
金
・
給
与
以
外
の
所
得

が
あ
る
申
告
義
務
者
、
所
得
確
認
が
必
要
な

方　

■問
本
所
課
税
課
☎
35
‐
１
１
７
２　

■他

対
象
者
以
外
で
送
付
を
希
望
さ
れ
る
方
に
は
、

個
別
に
申
告
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
同
課

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ

▼
老
齢
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
へ　

１
月

下
旬
以
降
に
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
令
和
３
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新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

年
分
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票
が
順
次
送

付
さ
れ
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

▼
国
民
年
金
保
険
料
の
前
納
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は
、
半
年
・

１
年
・
２
年
の
各
前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

令
和
４
年
度
の
前
納
期
限
は
、
５
月
２
日
○月

で
す
。
な
お
、
よ
り
割
引
が
適
用
さ
れ
る
２

年
前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
鶴
岡
年
金
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
に
よ
る
前
納
を
希
望
す
る
場
合
、

２
月
28
日
○月
ま
で
に
手
続
き
が
必
要
で
す
。

預
金
通
帳
・
預
金
通
帳
届
出
印
鑑
・
基
礎
年

金
番
号
が
分
か
る
書
類
を
準
備
の
上
、
金
融

機
関
窓
口
や
鶴
岡
年
金
事
務
所
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

■問
鶴
岡
年
金
事
務
所
☎
23
‐
５
０
４
０
、
本

所
国
保
年
金
課
☎
35
‐
１
２
９
４
ま
た
は
各

地
域
庁
舎
市
民
福
祉
課
へ　

■他
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
で
の
前
納
制
度
あ
り

生
活
・
そ
の
他

「
米
価
下
落
対
策
緊
急
資
金
」

を
ご
活
用
く
だ
さ
い

■対
令
和
３
年
産
米
の
概
算
金
の
大
幅
な
下
落

等
に
よ
っ
て
影
響
を
受
け
る
、
米
の
「
生
産

の
目
安
」
に
協
力
し
て
い
る
農
業
者　

■
資

金
使
途　

経
営
の
維
持
安
定
に
必
要
な
運
転

資
金　

■
利
率　

原
則
無
利
子
（
金
利
1
・

５
％
を
県
・
市
・
金
融
機
関
で
引
下
げ
）　

■
限
度
額　

出
荷
60
㎏
当
た
り
１
、
９
０
０

円
ま
た
は
５
０
０
万
円
の
内
、
低
い
方
の
額　

■
償
還　

１
年
（
据
置
期
間
な
し
）　

■申
３

月
31
日
○木
ま
で
各
取
扱
融
資
機
関
へ　

■問
本

所
農
政
課
☎
35
‐
１
２
９
7　

■他
市
HP

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

住
宅
名

間
取
り
等

戸
数

鶴岡
城
南
住
宅

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

ち
わ
ら
住
宅

３
Ｄ
Ｋ

（
子
育
て
向
け
）

１

３
階
・
１
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

美
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

（
高
齢
・
障
害
者
向
け
）
１

２
階
・
３
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

４
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

稲
生
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

大
西
住
宅

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

２

大
山
住
宅

３
階
・
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ

１

藤島
ふ
じ
な
み
住

宅

木
造
平
屋
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

３

羽黒
荒
川
住
宅

木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

荒
川
特
定
公

共
賃
貸
住
宅
木
造
平
屋
４
Ｌ
Ｄ
Ｋ

（
家
族
向
け
）

１

朝日
下
名
川
住
宅
木
造
平
屋
３
Ｄ
Ｋ

１

木
造
２
階
建
て
２
Ｌ

Ｄ
Ｋ

２

温海
柳
原
住
宅

１
階
・
３
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｋ

２

１
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

２
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

３
階
・
３
Ｄ
Ｋ

１

■
入
居
時
期　

３
月
上
旬
以
降　

■申
１
月
４

日
○火
～
20
日
○木
に
本
所
建
築
課
☎
35
‐
１
４

２
８
ま
た
は
藤
島
・
羽
黒
・
朝
日
・
温
海
庁

舎
産
業
建
設
課
へ

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
助
成
事
業

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
ま
し
た

　

同
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
で
整
備
し
ま
し
た
。

▼
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
助
成
事
業　

■内
遊

具
の
整
備
（
仙
道
集

落
、
町
屋
集
落
）　

■問
羽
黒
庁
舎
総
務
企

画
課
☎
26
‐
８
７
７

２
灯
油
の
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

■対
本
市
に
住
民
登
録
が
あ
り
、
世
帯
の
全
員

が
令
和
３
年
度
市
民
税
非
課
税
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
（
社
会
福
祉
施
設

等
入
所
者
、
長
期
入
院
者
、
生
活
保
護
世
帯

等
を
除
く
）　

①
65
歳
以
上
（
昭
和
32
年
４

月
１
日
以
前
生
ま
れ
）
の
高
齢
者
の
み
で
構

成
さ
れ
る
（
単
身
世
帯
含
む
）　

②
重
度
要

介
護
者
（
要
介
護
４
ま
た
は
５
の
認
定
を
受

け
て
い
る
方
）
が
い
る　

③
重
度
障
害
者

（
身
体
障
害
者
手

帳
１
・
２
級
、
療

育
手
帳
Ａ
、
精
神

障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
１
級
を
所
持

す
る
方
）
が
い
る　

④
18
歳
未
満
（
平

　令和４年度に小学校へ入学予定の子供がいる保護者等

第３子等の学校給食費無償化

　市では、子育て世帯の経済的な負担を軽減するため、第
３子以降の学校給食費を無償にしています。該当する児童
・生徒を養育する保護者等は申請が必要です。
　新入学児童のいる家庭には、入学予定校から入学説明会
の案内と一緒に申請書を配付します。

現在、小・中学校に在学し、既に認定されている児童・
生徒は申請不要です。上記要件に該当する家庭で、まだ
申請していない場合はお問い合わせください。

■対象者
　�次の全てに該当する保護者等
　①�４月１日現在、６歳（小学１年生）から18歳（高校３
年生）までの就学児等を３人以上養育している

　②�養育する18歳未満の子から年長者順に数えて、３人目
以降の子とその保護者の住民登録が本市にある

　③�生活保護、就学援助等の公的扶助を受けていない
■申請方法　�
　�新入学児童は、入学説明会の際に各校へ提出
■申請期限　
　２月25日○金

■問学校教育課（櫛引庁舎）☎57‐4865
または学校給食センター☎22‐0411へ
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　来年度の同カレンダーに有料広告を掲載する事業者等を募集します。

■カレンダー規格
　�Ｂ２判（表面に4月～９月を、裏面に10月
～来年３月を掲載）
■発行部数
　1,300部（同地域全戸及び公共施設等に配布）
■広告企画・募集数・掲載料（１枠当たり）
　①日付欄（縦32mm×横33mm）
　　51枠・1,000円
　②日付欄外（縦140mm×横110mm）
　　２枠・１万円
■申込み
　�鶴岡市広告掲載要綱、鶴岡市朝日地域振興カ
レンダー広告掲載要領を確認の上、１月26
日○水まで広告掲載申込書（関係書類を添付）
を同課へ　
■その他
　広告掲載の決定後、指定する期日まで広告原

稿（電子データの場合は JPEG形
式またはGIF形式。作成及びその
費用は広告主負担）を提出してく
ださい。市HP

朝日地域振興カレンダー広告募集
■問朝日庁舎総務企画課☎53‐2112

新型コロナウイルス感染症の影響で、催し等の中止・延期など、
情報が変更となる場合があります。各担当課や主催者などへの
お問合せ、またはホームページ等でご確認ください。

成
15
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
）
の
子
を
養

育
し
て
い
る
母
子
・
父
子
家
庭
、
ま
た
は
両

親
の
い
な
い
家
庭
等　

■
助
成
額　

１
世
帯

５
、
０
０
０
円　

■申
２
月
28
日
○月
ま
で
に
本

所
福
祉
課
☎
35
‐
１
２
５
２
へ　

■他
該
当
す

る
と
思
わ
れ
る
世
帯
へ
令
和
３
年
12
月
下
旬

に
申
請
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
返
信

用
封
筒
に
入
れ
て
返
送
し
て
く
だ
さ
い

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

　

昭
和
24
年
1
月
26
日
、
奈
良
県
法
隆
寺
の

金
堂
か
ら
出
火
し
、
国
宝
の
壁
画
が
焼
失
し

ま
し
た
。
こ
の
日
を
「
文
化
財
防
火
デ
ー
」

と
制
定
し
、
文
化
財
を
火
災
、
震
災
な
ど
の

災
害
か
ら
守
る
た
め
の
全
国
的
な
防
火
運
動

が
展
開
さ
れ
ま
す
。

　

文
化
財
は
一
度
失
っ
て
し
ま
う
と
、
回
復

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
け
が
え
の
な
い

国
民
共
有
の
財
産
で
す
。
み
ん
な
で
継
承

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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 市ホームページ有料広告募集
■問本所総務課☎35‐1117

■掲載箇所　�市ホームページのトップページ下
部等

■規格　　　�縦40ピクセル×横170ピクセル、
GIF（アニメーションは不可）ま
たはJPEG、10キロバイト以内

■掲載期間　�原則、月の初日～末日の１か月単
位（最長12か月）　

■掲載料（１枠当たり）　月額１万円
■申込み　　�鶴岡市広告掲載要綱、鶴岡市ホー

ムページ広告掲載要領を確認の上、
掲載開始希望日の１か月前までに
広告掲載申込書（関係書類を添付）
を同課へ　

■その他　　�バナーの作成及びその費用は広告
主の負担です。市HP

　ホームページをお持ちの企業、事業所の皆さん、市ホームページのトップページに「バ
ナー広告」を掲載して事業をＰＲしませんか。
　市ホームページのトップページは、令和２年12月～３年11月の間で、月平均約15万
1,000件（総計182万件）のアクセスがあります。

令和３年度同カレンダー（表面）

▲掲載箇所


